
 

計画策定の方針について 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本構想（10年） 

将来ビジョン 

まちづくりの目標 

前期 基本計画 

（５年） 
 

基本方針 

施策 

後期 基本計画 

（５年） 
 

施策 

プロジェクト 

H30 R10 

第３次総合計画 

（５年） 
 

将来ビジョン 
まちづくりの目標 

施策 

プロジェクト 

R15 R20 R25 

【現行】 

第2次総合計画 

【構成】 

従来の基本構想に基本計画で定めていた施策やプロジェクト等を織り込み、５か年計画

として策定・推進。 

【５年後の見直し】 

計画を前期期間や後期期間に分けず、進行中の計画をベースにしながらも、全面的な 

見直しを実施する。  

ただし、進行中の計画を全て変更するものではない。 

あくまで 10年後の将来都市像を見据えた上で、時代の変化に合わせた柔軟な見直しや

修正を行い、進行中の計画を新計画に継続的に移行していくイメージで導入したい。 

第４次総合計画 

（５年） 
 

将来ビジョン 
まちづくりの目標 

施策 

プロジェクト 

第５次総合計画 

（５年） 
 

将来ビジョン 
まちづくりの目標 

施策 

プロジェクト 

【課題】 

・近年の社会情勢の変化スピードは早く、従来の計画構造では 

対応しきれなくなりつつある。 

 ➡第２次総合計画 後期基本計画策定時に基本構想も変更した 

計画変更のイメージ図 （★：将来展望する時点） 

資料１ 


